




























































































































































































































































































































深　度（cm） depth：cm 10－12 14－1618－2022－24 26－28 28－3034－36 38－40
樹木花粉 Arboreal　pollen
マッ属単維管束亜属 P伽s1ヲ砂Zo塀o耽妙θ 1 0 0 0 0 1 0 0
マツ属複維管束亜属 P伽sD翻o塀oη砂ρ¢ 54 29 11 21 6 21 55 19
モミ属 ノ4うゴ召s 3 0 1 0 0 3 0
ツガ属 Tsπ9α 4 13 8 3 0 13 5 1
トウヒ属 P乞cθα 1 1 0 0 0 2 1
カバノキ属 B¢伽zα 4 1 2
コナラ属コナラ亜属 Q麗7cπssπう9θπ五ゆdo∂α伽πs 1 2 4
ハシバミ属 Co貿yZπs 1
クマシデ属 Cαゆ勿πs 2
ニレーケヤキ属 ひ伽πs－Z¢薦oηα 2 1 1 1
サワグルミークルミ属 P卿ocατyα一／撹gZαηs 1
シナノキ属 丁漉α 1 1
ツツジ科 Ericaceae 1 1 1 1
非樹木花粉 Non－arboreal　pollen
ハンノキ属 ノ1zππs 0 4 1 2 2 0 0 0
イネ科 Gramineae 3 2 2 1 2 5 2 2
カヤツリグサ科 Cyperaceae 0 0 0 0 1 0 0 2
その他キク科 other　Compisitae 46 160 68 174 36 6451 32





フウロソウ属 oθzαη伽呪 3 15 4 17 3 4
マツムシソウ属 SCαδ∫OSα 3 10 4 21 2 5 2 10
セリ科 Umbelliferae 4 2 4 1 1 2
オウレン属 Cq鋤s 1 2 1
アヤメ属 1万s 1 1
マツヨイグサ属 0θηo∫1zθzα 1
シダ胞子 Fern　spore
一条溝型 monolete 589 416 151 260 50 61 273 133
三条溝型 Trilete 6 1 2 9 1 7 2 2
不明 unknown 5 9 8 12 6 10 5 2
樹木花粉， Arboreal　pollen 63 51 21 29 11 42 62 27
非樹木花粉 Non－arboreal　pollen 61 204 90 241 53 85 60 63
シダ胞子 Fern　spore 595 417 153 269 51 68 275 135



























































































樹木花粉 Arboreal　pollen 2 3 0 1 7 4 2 0
非樹木花粉 Non－arboreal　pollen 11 13 2 9 23 24 18 7
シダ胞子 Fern　spore 10 21 4 4 32 19 21 18
合　　計 tota1 23 37 6 14 62 47 41 25
じ，詳細な古植生復元は困難になる。2010－4コアでは
得られた花粉数が十分では無いため，花粉・胞子化石総
数（樹木花粉＋非樹木花粉＋シダ胞子）を基数として出
現した科・属の比率を計算して示した。深度50－52　cm，
深度67－69cmでは，樹木花粉は出現しなかった。
　図2の花粉ダイアグラムは左側から深度スケール，堆
積物の柱状図，深度2cmごとの試料の採取深度を示し
た。花粉試料コラムの塗りつぶした深度の花粉分析を行っ
た。最下部60－90cmのボーリングコアは取出し時に伸
長したため，深度60cmで重複している。この部分は
上位のコアから分析試料を採取した。以下の文中で，放
射性炭素年代測定値は測定値と括弧内に較正値を示した。
較正値が複数ある場合は最も確率の高いものを示し，そ
の他の年代値については叶内ほか（2010）に示した。
　2010－4コアの出現花粉・胞子化石についての傾向を
述べる。2010－4コア試料は樹木花粉が少なく，非樹木
花粉とシダ胞子は試料によっては多量に含まれていた。
針葉樹類花粉は，マツ属単維管束亜属（五葉マツ亜属）
は少なく，マツ属複維管束亜属（二葉マツ亜属）がほと
んどの試料に含まれる。次いでツガ属が多く，モミ属と
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トウヒ属は少ない。広葉樹類花粉は非常に少ない。非樹
木花粉は，ヨモギ属を含めてキク科が多い。フウロソウ
属，マツムシソウ属はほとんどの試料に含まれる。シダ
胞子は圧倒的に一条溝型が多い。
5考 察
　2010－4コアは，最下部（試料番号4－6；深度69－71
cm）の放射性炭素年代が6，540±30　yrs　BP（7，472－7，429
cal　BP）で，完新世の最温暖期頃に堆積がはじまるこ
とが明らかであるが，古植生を復元するには今回の分析
結果では十分ではない。鷹山盆地の南南西約4．5kmに
位置する八島ヶ原湿原（標高1，630m）の花粉分析結果
と比較すると，約6，500yrs　BPごろには八島ヶ原周辺
では，マツ科針葉樹類が少なく，コナラ亜属，クマシデ
属，ニレ属・ケヤキ属などが落葉広葉樹林を形成してい
たと考えられる（叶内・杉原2007）。鷹山2010－4コア
の採取地点は標高1，450mで，当時は落葉広葉樹林が成
立していたと考えられるが，今回の分析結果では古植生
の復元には至らなかった。花粉分析を継続中の2010－IB
コアと2010－3コアの分析結果とあわせて，さらに検討
したい。
　本研究は、明治大学2010年度新領域創成型研究「ヒ
トー資源環境系に占める黒曜石の採取活動と古環境解析」
（研究代表者：小野　昭）により実施した。花粉プレパ
ラートの検鏡と花粉ダイアグラム作成は，明治大学研究・
知財戦略機構研究推進員の神谷千穂氏にお手伝いいただ
いた。ここに記して御礼申し上げたい。
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鷹山盆地2010－4コアの花粉分析
　　　　　　　Poll6n　analysis　of　the　2010－4　boring　core
obtained　from　the　Takayama　Basin，　Nagawa　Town，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nagano　Prefecture，　Japan
Atsuko　Kanauchi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　Pollen　analysis　was　carried　out　on　2010－4　boring　core　obtained　from　Takayama　Basin，　Central　part　of
Nagano　Prefecture・in　2010．　This　core　composes　Qf　peaty　clay　and　the　bottom　of　the　core　sediment　indicates　ca・
6，549yrs　BP　14C．　The　results　of　this　pollen　analysis　demonstrate　a　high　percentage　of　fern　spore　and　non・
arboreal　pollen，　and　with　small　quantity　of　arboreal　pollen　records．　Pollen　analysis　of　Yashimagahara　moor　de－
posits，　which　are　located　4．5　km　from　the　present　boring　point，　shows　the　distribution　of　deciduous　broad－leaved
forest．　Considering　the　results　of　pollen　reconstruction　at　Yahsimagahara　moor　deposits，　it　can　be　evaluated
that　the　preservatioll　of　fossil　pollen　and　fossil　spore　at　the　study　location　was　less　favorable　than
Yashimagahara．
Keywords：Takayama　Basin，　pollen　analysis，　Holocene　deposits
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